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＜連絡事項＞

･第６回院内研修の案内です。
日時：平成２０年１２月４日（木）１２月５日（金）１７：３０～１８：３０
　　場所：青南病院　４階　メモリアルホール
　　内容：「精神保健福祉法について」
　　講師：末政　絵美　PSW山田　　忍　PSW
※当日の出席確認を行いますので、H20教育委員会⇒法人研修⇒第5回法人研修⇒出席表はこちらに出席の有無・勤務を入力するようお願いします。
· 感染委員会よりペン型インスリン注入器の適切な使用についての資料がファイルに保管しときますので各自確認お願いします。

・北病棟ホールキッチンの蛇口のレバーが外れている為、修理伝票を提出しています。

・患者様居室の暖房が、就床時間までには自動停止し、温風から冷風になる為、準夜勤務帯にて巡回の際に確認し止めて行きましょう。

＜患者様連絡事項＞

· 日向端　庸男様～本日、松尾歯科受診に行かれており終了となっています。

　　　　　　　　　　診察券に関しては、自己管理としています。また、今後受診を希望する際にはスタッフへ申し出るよう話しています。

　　　　　　　　　　　　

＜看護度評価＞

· 駒木　洋士様‥Ｃ-Ⅳ(症状は安定･社会復帰援助)

· 日向端　庸男様‥Ｃ-Ⅲ(症状は安定･必要に応じた指導)

· 田野端　忠夫様‥Ｃ-Ⅱ(症状は安定･部分的介助、継続指導)

· 井上　和美様‥Ｃ-Ⅳ(症状は安定･社会復帰援助)

· 小坂　君子様‥Ｃ-Ⅳ(症状は安定･社会復帰援助)

· 伊藤　五十二様‥Ｃ-Ⅲ(症状は安定･必要に応じた指導)

· 板橋　雅勝様‥症状安定し、現在社会復帰（自宅）を目指し、外出訓練を実施

しています。リハプロＡグループからＢグループへの変更を

検討しています。

＜ＯＴ一週間の報告・検討＞

･倉橋　生子様～昨日、動悸を訴え作業を遅れて参加する事あります。理由について

は、｢作業のスタッフがうるさくって折り紙を折れっていう｣など

人が話した事を自分本位にとらえる部分がありますが作業に集中

して取り組む事はできています。

対人交流面においても他の患者様の好意を不適当な表現で拒む事

　　　　　　　　があります。本人の捉え方が被害的となる傾向が認められる為、介入時には言葉の表現に留意していく事としています。

· 三上　勇様～跛行があり転倒の危険性から歩行訓練を行う事としています。測定　

　では、筋力低下は見られず足の内返し、外返しの制限があり右足

が左足にもつれてしまう事ある為、運動内容として、前向き･後ろ

向き･左右の横歩きを往復１セットとして踵からついて歩く、左足

を左前に出す、足の高さ･手を振るなど意識して頂くようにし必ず

スタッフ付き添いで実施していきましょう。歩行運動によって違う部分に負担が掛かる事ある為、量や内容は徐々に増やしていくかは検討して行く事とします。本日、16時作業スタッフ･担当スタッフと実施開始していますので、各自周知お願いします。

＜川端Dr診察状況＞

· 柳杭田　かつ子様～買い物については「今度エイズが入ってなかったら買いま　

す。」と話されています。正月の外泊に関しては、

ここで迎えたいとの発言ありますが、外泊を促してい

きましょう。お菓子、コーヒーの管理目的(何故、

スタッフ預かりとなっているのか)を確認し、統一した

関わりをしていく様にしましょう。


異常体験に左右された発言が聞かれた際にはスタッフ側

現実検討を促すと共に行動化やトラブルのない様に

関わっていきましょう。お菓子や嗜好品を切らさないよう

買い物は柔軟に対応しましょう。

･山火　るい子様～診察時、幻聴･妄想がまだあるとの事で、内容にもまとまりを欠いています。服薬調整は行わず、経過観察としています。日課・プログラムの取り組み状況や生活リズムについて観察・確認すると共に所在確認･症状管理についての介入を行っていきましょう。

･小坂　君子様～11/23(日)9：00～13：30まで外出希望あり主治医より許可おりてい

ます。目的は買い物へ行く事。昼食は病院で食べる事になってい

ますので周知お願いします。

· 高橋　幸雄様～12月上旬退院予定となっており、退院後については、｢仕事を探

して働きたい｣主治医よりすぐみつからない場合は、デイケアを

しながら仕事を探していき、2週間に一回　火曜日か水曜日の外来受診となる旨説明受けています。仕事に関しては、機械などを使うものではなく、単純な身体を使うものとするよう（体重も減る）説明受けています。

　11/23（土）11/24（日）外泊希望あり、友達とバトミントンの

約束と、家の手伝をしてくるという事で、家族と相談して進めてくださいとの事。引き続き、精神症状及び睡眠状況の観察・確認･症状管理･体重増加の確認についての介入を行っていきましょう。

･清川　厚子様～外泊中は｢おもしろくなかった、旦那が仕事の為一人で外食した｣

　　　　　　　　と話されています。排便に関しては、変化はないとの事でアローゼン1Pにて様子を見ていくこととしています。排泄状況、腹部状況の観察・確認をしていきましょう。外泊の際にも外泊前後の体重測定を行い、帰院時外泊時の様子や食事の摂り方を併せて体重増加の確認を行うと共に外泊訓練目的についても確認していきましょう。

· 浅野　秀子様～本日、妹様が面会に来た際、御家族が｢家のローンが払えなく

なったので手放さなければならないかも｣と話していた事診察時に主治医へ話しています。表情にはゆとりみられています。今後への不安感により、症状変化の可能性がありますので日課・プログラムの取り組み状況や生活リズムの変化や身体

　　　　　　　　　不調について観察・確認していきましょう。

・戸賀沢　潔様～服薬忘れや、物のやりとりはないか尋ねられています。本人より｢この前はポケットに入れてて忘れていた｣と話されており、主治医より今後、服薬管理においてミスがあった場合、スタッフ管理へ変更となる旨を説明しています。セットミスや忘薬、誤薬に注意すると共に嗜好品のやり取りに留意しながら日課・プログラムの取り組み状況や周囲との交流状況について観察･確認していきましょう。

･吉田　富秋様～現在、｢お金に困る事はない｣と話していますが、主治医よりお金が使えなくなり不満が溜まってくると帰宅要求聞かれますので、PSWと情報共有し行動化しないよう注意していく指示あります。

･大下　良悦様～今後、施設申請での進捗状況について確認していく事としています。

･東海林　康之様～今後、施設申請での進捗状況について確認して事としています。

















































